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「 日本の高校生が 世界で果たす役割 

 ～ オリンピックイヤーに考える ～ 」 
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皆さん、明けましておめでとうございます。今年も、皆さんにとって良い 1 年であることを心か

ら祈念しています。「一年の計は元旦にあり」といいますが、新年にあたり皆さんも自分の今年一

年の大きな目標を考えたのではないかと思います。本校は、令和７年度に創立１００周年を迎えま

すので、私個人としては、今まで以上にもっと講倫館の知名度を上げることを目標に掲げました。 

具体的には、皆さんの先輩である今田美桜さんに、本校の周年行事に何らかの形でかかわっても

らえるようにアプローチしたいと思っています。ハードルは高いかもしれませんが、生徒諸君に

「何にでも挑戦するように」と言っている以上、私もこのぐらいの挑戦をして学校に貢献したいと

思います。 

さて、今年はオリンピックイヤーですが、フランスのパリで夏のオリンピックが７／２６～８／

１１、パラリンピックが８／２８～９／８の日程で開催されます。この図のように、大会エンブレ

ムは、「聖火の炎」「フランスの自由の象徴マリアンヌ」「金メダル」の３つをイメージしたものに

なっています。しかしながら、ウクライナ情勢、パレスチナ情勢、台湾に対する中国の動向等、国

際情勢が不安定であるため、平和の祭典にふさわしい大会となるかどうか、世界が注目していると

ころです。 

ところで、２年前に北京で行われた冬季オリンピック・パラリンピックでは、どんなことが起こ

ったか、皆さんは覚えているでしょうか？ 

実は、冬季オリンピックの開催直前になって、アメリカのバイデン大統領が政府関係者を開会式

などに派遣しない「外交的ボイコット」を表明し、日本もこれに追随し政府関係者を派遣しません

でした。大統領は、もともと人権重視を掲げていて、「外交的ボイコット」は、中国の新疆（しん

きょう）ウイグル自治区に関して人権侵害が続いていることに対する抗議だと主張しました。 

この地図を見てください。「新疆（しんきょう）」とは新しい土地、「自治区」とは漢民族以外で

人口の多い民族に認められた名称で、ウイグル自治区のほか、中国にはチベット、内モンゴルなど

5つの自治区があります。近年、この地域に石油や天然ガスなどの豊富な地下資源が見つかり、か

つてこの地が独立の経験を持つ（1933～1934年、第1次東トルキスタン共和国）地であることか

らも、中国共産党が100万人以上のウイグル人を強制収容所に送るなど弾圧的支配を強めている

と言われています。 

オリンピック憲章では、「このオリンピック憲章の定める権利および自由は、いかなる種類の差

別も受けることなく、確実に享受されなければならない。」「スポーツと選手を政治的または商業的

に不適切に利用することに反対する」ことを明確に示しています。オリンピックの理念や歴史に詳

しい中京大学の來田（らいた）享子教授は「女性の参加を求めることや、ユダヤ人差別やアパルト

ヘイト政策への抗議など、オリンピックの歴史と人権侵害を理由にしたボイコットとの関わりは深

い」と指摘しています。JOC＝日本オリンピック委員会に対しては「こういう時だからこそ、代表

選手には、自分が競技をしている時も人権侵害を受けている人がいるんだということを忘れず、自

分に何ができるかを世界で一緒に考える、その第一歩がオリンピックに参加することだという意識

を持つよう選手たちに呼びかけてもらいたい」と訴えています。 

世界の歴史を紐解いてみると、国際舞台の場で人権問題を明確に主張し、人種差別への戦いを挑

んだのは１９１９年のパリ講和会議における日本代表が世界で最初です。大正８年（１９１９

年）、日本は第一次大戦後のパリ講和会議において、ウィルソン大統領の提唱する国際連盟の構築

こそ、人種平等を確立する絶好の機会であると考えていました。当時、ヨーロッパの科学者による

「科学的人種主義」によって、「日本人は肌は褐色、吊り目をしていて、生の魚を食べる」といっ

たあからさまな差別的記述がごく当然のようにされており、アメリカのカリフォルニア州では、優



秀で勤勉な労働者としての日本人移民を様々な法律で排斥し、この写真のように、何の罪のない子

供たちを公立小学校から追放していました。日本は有色人種の先頭に立って、断固として世界の人

種差別撤廃に挑まなければならない状況にあったのです。 

同年のパリ講和会議の国際連盟委員会において、日本を代表して演説をしたのは、明治維新の功

労者大久保利通の次男である牧野伸顕（まきののぶあき）でした。彼は「国際連盟規約」中に人種

差別の撤廃を明記するべきという提案を行い、賛成11票・反対・棄権5票と圧倒的支持を得るこ

とができました。ところが、議長のアメリカ大統領ウィルソンに、重要案件については全会一致で

あるべきだとされ否決されてしまいました。この世界で初めての日本の人種差別撤廃条項の提案と

その失敗は、インドネシア、インド、エジプト、チュニジアなど世界各地における独立運動を刺激

したと言われています。 

世界で最初に国際会議の場で人権問題を明確に主張した日本、世界で唯一の被爆国である日本

が、人権問題や核廃絶に向けて世界の中で果たすべき役割はとても大きいものがあります。標題に

示したように、日本の高校生が、自分に身近なことから「今世界で何が起こっているのか」「歴史

は何を物語るのか」を考え、世界情勢に目をそらさず、世界の歴史に関心を持つことが大切です。

「愛の反対は憎しみではなく無関心である」との言葉がありますが、パリオリンピック・パラリン

ピックを機会に、まずは、自分で調べるアクションを起こす、と同時に身近に潜む差別やいじめを

絶対に許さない姿勢をしっかりと持ってもらいたいと思います。 

今日は、「日本の高校生が世界で果たす役割～ オリンピックイヤーに考える～」というテーマで

話をしました。 

最後に、平成２３年（２０１１年）３月１１日に起きた東日本大震災の直後、日本全国で自粛ム

ードが広がる中で、延べ３５万人を動員し、人々に生きる勇気と希望を与えた日本のロック界のス

ーパースター浜田省吾の 

ON THE ROAD 2011 "The Last Weekend"（オン・ザ・ロード2011 ザ・ラスト・ウィークエンド）

というコンサートツアーサイトブログのメッセージを共有したいと思います。 

有名だからといって人に敬意を持って接してもらえるとは限らない。 

金を持っているからといって人に尊敬されるわけではない。 

喧嘩が強いからといって人に慕われることはない。 

人が敬い、慕い、親しみを感じる人物とはどんな人間だろう。 

国家や民族に対しても同じように考えてみてはどうだろう。 

先の大戦が終わり、骨の髄から戦争に嫌気がさし、 

世界中の人々が二度と戦争という愚行を繰り返さないと肝に銘じたはずなのに、 

東アジアの空気の中にさえ、 

争いと戦の匂いが微かに漂ってきていると感じないか。 

インターネットという新しいメディアが 

子供の戯れのような言い合いから始まる暴力を煽ってはいないか。 

まさか…という緩みが蔓延していないか。 

世界は優しく愛に満ちた人達だけがいるわけではなく、 

どうしようもなく卑劣で愚かな人間や 

闇が存在していることも子供達に教えなくてはならない。 

ナイーブなままでは生きては行けない。 

しかし、それでも圧倒的に多数の人々は思慮を持ち、 

静かに調和の中で暮らしている。 

このことを、子供達に伝えなくてはいけない。 

子供だからといって純粋で無垢のままの存在ではない。 

その白紙のページに何が書き込まれ、どう染まっていくかは大人しだいだ。 

そして、大人だからといって 

ただ、年をとっている以外に何かを学んでいるとは限らない。 

１月には総合学科発表会を控えていますが、今までよりも皆さんが「発信力」をもって、自分た

ちが社会に向けて伝えるべきメッセージを深めることができるように期待しています。 

 ３学期も「挑戦あるのみ！」で頑張りましょう。 


